
【建造等】

輸送船舶の取得

年度 令和４年 ５ ６ ７

整
備
内
容

船舶の取得（中型級船舶１隻及び小型級船舶３隻）

総合評価

本事業は、多様な事態における迅速かつ大規模な輸送・展開能力の確保に寄与し、島
嶼部への輸送機能の強化の目標を達成するとともに、国民の生命と財産を守るという社
会的ニーズを的確に反映するものであることから、重要である。このことから、政策体系
上の位置付けとの一致、必要性・効率性・有効性の観点からも妥当な事業と評価でき、
令和４年度からの着手が適当であると判断する。

＜整備計画案＞

本事業は、島嶼部への輸送機能を強化するため、中型級船舶（ ＬＳＶ ）１隻及び小型級船舶（ＬＣＵ ）３隻を取得する計画である。

現状・課題
島嶼部を含む我が国への攻撃に対しては、海上優勢・航空優勢を確保しつつ、侵攻部隊接近・上陸を阻止するため、部隊を迅速に機動・展開させる必要が

ある。その際、全国各地から島嶼部に陸自部隊や各自衛隊の装備品を継続的に輸送する必要があり、航空機による輸送に適さない重装備品や一度に大量の
物資等を輸送する海上輸送力の更なる強化が必要である。

【取 得】

中型級船舶の
取得

小型級船舶の
取得

【予 算】

R４予算額

７．６４億円

（歳出額）

１０２億円

（全体額（歳出額含む））

R５概算要求額

５．３０億円

（歳出ベース）

１６１億円

（全体額（歳出額含む））

インプット

（資源）

アクティビティ

（活動）

本土と島嶼部間の
輸送能力強化

機動・展開能力の強化

アウトプット

（活動目標）

アウトカム（成果目標）

初期アウトカム 中期・長期アウトカム

インパクト

（社会的な影響）

【海上輸送機能の強化】

令和７年度までに中型級
船舶１隻及び小型級船舶
３隻を取得することで、海
上輸送機能の強化が可能

平時から有事までのあら
ゆる段階において、統合
運用の下、自衛隊の部隊
等の迅速な機動・展開を
行い得るよう、共同の部隊
として海上輸送部隊１個
群を新編する。

【政策目標】

我が国自身の防
衛体制の強化（領
域横断作戦に必要
な能力の強化にお
ける優先事項）

【施策目標】

従来の領域におけ
る能力の強化

島嶼部への輸送
機能を強化

【海上輸送機能の維持・強化】

中型級船舶１隻及び小型級
船舶３隻による部隊、補給品
等輸送を実施することにより、
海上輸送機能の維持強化に
寄与

将来的に、防衛大綱に基づ
き、中型級船舶２隻及び小型
級船舶６隻となるよう整備予
定。

小型級船舶（イメージ）

中型級船舶（イメージ）

島嶼部の
輸送能力強化

・島嶼部への迅速な機
動・展開を可能

・本土と島嶼部への輸
送を実施し得る大きさで
2,000トン程度の搭載能
力を有する中型級船舶

・浅い喫水が必要な島
嶼部港湾に輸送を実施
し得る大きさで数百トン
程度の搭載能力を有す
る小型級船舶


